





























侵攻 2年後の 1611 年（慶長 16）に開始され、当
初は琉球王府の高官の三司官、あるいはそれに準ず
る身分の者が「証人」として抑留を受けた。人質制























































































































































ひくのは、翌 1784 年（天明 4）に「琉球仮屋」を
正式に「琉球館」に改めていることもさることなが






















































は当然であった。1786 年（天明 6）12 月 9日付の
文書についで、翌 1787（天明 7）年 2月に通詞の
一件に関する文書が発せられると、琉球側では、ま








































































































の一齣である。花見は 1787 年（天明 7）に認めら
れた「脇徘徊」の範囲にはないところをみると、ひ
とつの規制緩和要求の成果であろう。
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